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２００６/№１２３小野市議会だより小野市議会だより

もうすぐ国体！ｅ-であい、iをこめて おもてなし！

第344回 6月定例会
主な内容

・一般質問（３～６ページ）

　　藤原　健・河島喜代美・山中修己・吉田成宏

　　川名善三・石田喜久男・春名良兼・河合俊彦

・議案質疑（７ページ）

　　竹内　修・鈴垣　元

・各常任委員会の審査・政務調査費（８ページ）

・アンケート結果（９～１１ページ）

・主な可決議案（１２ページ）

　第344回６月市議会定例会は、６月２日から６月21日まで、

20日間にわたり開催しました。

　市から提出された議案は、専決処分の承認、一般会計補

正予算、うるおい交流館の設管条例の改正、税条例の改正、

市営住宅管理条例の改正、市営住宅家賃支払い訴求の提起

など12議案を原案どおり可決しました。

第123号　平成１８年８月１日　
編集発行／小野市議会　小野市王子町806-1　TEL.0794-63-1006  FAX.0794-63-4108　http://www.city.ono.hyogo.jp

市
民
そ
ろ
っ
て
　

ｅ
│
国
体！！

カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
60

小野市議会も、市民のみなさま方とともに協働参画、国体を応援します。

「国体役員・選手のおもてなしは、まかせといて！」
「民泊推進大会」アルゴに集う、大勢の民泊協力会のみなさま

Ono city assembly



小野市議会だより

②

藤
原
　
健
議
員

・
小
野
市
農
業
を
継
続
維
持
す
る
た
め
に

・
市
営
住
宅
の
保
証
人
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て

河
島
喜
代
美
議
員

・
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
幼
稚
園
・
保
育
所
総
合
施
設
化
に
つ

い
て

・
市
民
福
祉
部
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ

い
て

・
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
度
）
の
更
な
る
推
進

に
つ
い
て

吉
田
成
宏
議
員

・
残
留
農
薬
基
準
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制

へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
総
合
窓
口
化
の
推
進
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
学
校
の
管
理
化
に
お
け
る
事
故
防
止
対

策
に
つ
い
て

・
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業
（
施

設
型
）
に
つ
い
て

・
広
告
の
活
用
に
よ
る
財
源
の
確
保
に
つ

い
て

石
田
喜
久
男
議
員

・
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
お
け
る
サ
ン
プ

リ
ン
グ
に
つ
い
て

・
地
域
振
興
策
、
人
口
問
題
に
つ
い
て

・
高
齢
者
等
住
宅
改
造
費
助
成
事
業
実
施

要
綱
に
つ
い
て

春
名
良
兼
議
員

・
ア
メ
ニ
テ
ィ
く
ろ
か
わ
に
つ
い
て

・
ゴ
ミ
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
景
観
整
備
に
つ
い
て

河
合
俊
彦
議
員

・
診
療
報
酬
の
改
定
に
と
も
な
う
病
院
へ

の
影
響
に
つ
い
て

・
住
宅
政
策
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
議
案
第
75
号
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

○
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成

○
青
少
年
芸
術
体
験
事
業
補
助

○
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
配
置
事
業

鈴
垣
　
元
議
員

・
議
案
第
75
号
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

○
白
雲
谷
温
泉
運
営
管
理
基
金
積
立

・
議
案
第
79
号
小
野
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
81
号
小
野
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
質
問
発
言
者

質
疑
発
言
者

議会の活性化と
　　開かれた議会をめざした取り組み

平成１２年　・本会議のもようを市役所ロビー、市民会館、みやま
荘老人クラブのテレビに放映

・市議会会議録検索システムを導入、インターネット
ホームページで公開

平成１３年　・インターネットで本会議のもようを放映
平成１４年　・議員１人１台、パソコンを配備
平成１５年　・「小野市議会だより」をホームページに掲載

・常任委員会行政視察報告をホームページに掲載
・議員所有の携帯電話へ、スケジュール・議会関連情
報の配信

平成１６年　・研修会プレゼンテーション用プロジェクターを設置
・会派会のホームページを掲載

平成１７年　・会議録検索システムと動画を同期配信
・次期改選から議員定数を１８名に、２名減
・常任委員会協議会（研修会）を延べ１８回開催

平成１８年　・託児コーナーを開設（県内初）

＊これからもいっそう充実した活性化に取り組みます。

（
一
般
質
問
・
質
疑
は
発
言
し
た

　
　
　
　
　
議
員
が
編
集
し
ま
し
た
）

六
月
定
例
会

六
月
定
例
会

ご意見をお待ちしています。議会のメールアドレス：gikai@city.ono.hyogo. jp



小野市議会だより

③

小
野
市
農
業
の

　
継
続
維
持
は
ど
う
図
る
の
か

　
　
　
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
か
ら

外
さ
れ
る
集
落
営
農
組
織
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
、

米
・
麦
・
大
豆
の
出
荷
に
対
す
る
対
策
で

あ
る
た
め
、
現
在
14
組
織
あ
る
営
農
組
織

の
内
、
７
組
織
が
影
響
し
て
く
る
。

　
集
落
営
農
組
織
は
、
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
経
営
耕
地
面
積
が
要
件
と
な
っ
て
お

り
、
ク
リ
ア
す
る
の
は
２
組
織
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
影
響
の
あ
る
残
り
の
５
組

織
は
、
特
例
基
準
（
そ
の
集
落
の
転
作
の

過
半
を
取
り
組
ん
で
い
る
組
織
は
、
小
野

市
の
場
合
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営
耕
地
面

積
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
）
に
よ
り
、
隣
接

組
織
と
の
統
合
を
行
う
予
定
の
営
農
組
織

を
含
め
る
と
、
面
積
要
件
は
す
べ
て
の
組

織
で
ク
リ
ア
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

各
組
織
に
対
し
個
別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
予

定
し
て
お
り
、
対
象
と
な
る
組
織
に
移
行

す
る
よ
う
に
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
振
興
部
次
長
）

　
　
　
集
落
営
農
の
組
織
化
の
現
状
は
。

　
　
　
王
子
営
農
組
合
が
昨
年
12
月
に
発

足
し
て
、
14
組
織
が
活
動
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
現
在
、
組
織
化
実
現
の
動
き
は
万

勝
寺
脇
本
地
区
、
浄
谷
町
、
曽
根
町
、
菅

田
町
、
住
吉
町
な
ど
が
あ
る
。

　
万
勝
寺
脇
本
地
区
で
は
、
ほ
場
整
備
事

業
に
あ
わ
せ
て
、
面
工
事
終
了
後
３
年
以

内
に
法
人
化
を
目
指
し
て
鋭
意
努
力
を
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
浄
谷
町
で
は
「
夢
プ
ラ
ン
策
定

委
員
会
」
を
本
年
５
月
に
立
ち
上
げ
、
農

家
・
非
農
家
が
協
力
し
合
う
新
た
な
集
落

営
農
を
地
域
の
皆
様
と
共
に
考
え
て
お
ら

れ
、
こ
の
ほ
か
、
昭
和
町
、
久
保
木
町
か

ら
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

（
地
域
振
興
部
次
長
）

食
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
全
国
の
児
童
生
徒
の
約
20
％
が

１
週
間
の
う
ち
朝
食
ぬ
き
の
日
が
あ
る
と

い
い
ま
す
が
、
小
野
市
の
現
状
と
欠
食
対

策
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
朝
食
は
、
小
野
市
教
育
顧
問
の
河

島
隆
太
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

脳
の
活
性
化
や
学
力
向
上
、
体
力
向
上
に

も
影
響
が
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、

「
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
」
を
重
点
目
標
に

学
校
栄
養
士
が
指
導
し
、
親
子
給
食
会
で

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
欠
食

率
は
、
１
・
６
％
、
中
学
生
は
、
４
％
で

す
。

　
本
年
度
は
、
教
育
委
員
会
が
全
保
護
者

に
配
布
し
て
い
る
「
夢
と
希
望
の
教
育
」

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
「
食
育
の
推
進
」
を

大
き
く
取
り
上
げ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
欠

食
率
」
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

（
教
育
長
）

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
「
小
野
市
は
ー
と
・
シ
ッ
プ（
男
女

共
同
参
画
）
社
会
推
進
条
例
」
施
行
後
約

３
年
半
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
意
識
啓

発
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
小
野
市
の
積
極
的
な
男
女
共
同
参

画
施
策
は
、
県
下
に
お
き
ま
し
て
も
周
知

の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
意
識
改
革
に
は
、

根
強
い
抵
抗
も
あ
り
、
な
か
な
か
溝
が
埋

ま
ら
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
善
の
た
め
に
、
男
性
参
画
セ
ミ

ナ
ー
、
独
身
男
女
の
「
出
逢
い
の
場
」
開

催
な
ど
に
よ
る
、
自
然
な
形
で
「
気
付
き
」

を
導
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

　
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
に
、

各
自
治
会
に
お
い
て
女
性
の
副
区
長
登
用

に
ご
理
解
を
頂
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
経
費
を
市
で
補
助
す
る
の
も

一
案
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
市
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

藤

原

健
議
員

新
生
ク
ラ
ブ

河
島
喜
代
美
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁



小野市議会だより

④

幼
稚
園
・
保
育
所
の

　
　
　
総
合
施
設
化
に
つ
い
て

　
　
　
小
野
市
で
は
就
学
前
の
教
育
・
保

育
を
一
体
と
し
て
捉
え
た
総
合
施
設
化
を

検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
国
は
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
、
教
育
と
保
育

を
一
体
化
す
る
総
合
施
設
化
構
想
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
学
前
の
１
〜
２
年

を
義
務
教
育
に
含
め
る
方
向
も
模
索
し
て

い
ま
す
。

　
本
市
の
幼
稚
園
と
保
育
所
の
教
育
は
現

状
の
ま
ま
で
も
、
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
、
総
合
施
設
化
の
検
討

は
義
務
教
育
化
の
方
向
が
確
実
に
な
っ
た

時
点
で
、
行
う
予
定
で
す
。

（
教
育
長
）

市
民
福
祉
部
と
社
会
福
祉

　
　
協
議
会（
社
協
）に
つ
い
て

　
　
　
現
在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
要
望
・

需
要
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
福
祉
の

充
実
に
向
け
た
両
者
の
機
能
の
再
構
築
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　
再
構
築
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
再

整
理
と
住
民
参
加
を
基
本
に
社
協
の
現
活

動
を
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
や
地
域
の

「
社
会
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
」
な
ど
へ

裾
野
を
広
げ
、
展
開
さ
せ
よ
う
と
考
え
て

お
り
引
き
続
き
市
民
福
祉
の
向
上
・
増
進

に
向
け
た
更
な
る
検
討
を
加
え
て
い
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　

（
市
民
福
祉
部
長
）

Ｃ
Ｓ（
顧
客
満
足
度
）の

　
　
　
更
な
る
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
河
合
運
動
広
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

荒
廃
し
て
お
り
、
改
修
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
平
成
19
年
度
改
修
の
方
向
で
検
討

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）

市
民
ク
ラ
ブ

山
中
修
己
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

残
留
農
薬
基
準

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
改
正
食
品
衛
生
法
の
３
年
の
猶
予

期
間
中
に
、
制
度
の
周
知
徹
底
や
ド
リ
フ

ト
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
が
中
心
と
な
り
、
農
会
長
会

等
の
協
力
の
も
と
普
及
啓
発
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
広
報
紙
や
講
習
会
等
で
の
説
明

だ
け
で
な
く
「
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
お
の
」
会

員
農
家
か
ら
の
無
登
録
農
薬
不
使
用
誓
約

書
、
作
業
日
誌
等
の
記
帳
推
進
、
抜
き
打

ち
検
査
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
基
準
値
以
上
の
農
薬
が
検
出
さ
れ

る
と
氏
名
等
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
風
評
被
害
を
最
小
限
に
留

め
る
よ
う
、
情
報
交
換
に
努
め
、
対
応
い

た
し
ま
す
。

（
地
域
振
興
部
次
長
）

総
合
窓
口
化
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
様
々
な
届
出
、
証
明
書
の
交
付
等

を
ひ
と
つ
の
窓
口
で
統
合
し
て
受
け
付
け

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
フ
ロ
ア
ー
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
や
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
人
材

の
問
題
、
庁
内
行
政
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
再
構
築
も
課
題
と
な
る
が
、
今
後
窓
口

事
務
の
見
直
し
を
ど
う
進
め
る
の
か
伺
い

た
い
。

　
　
　
小
野
市
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理

を
市
民
課
窓
口
業
務
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

18
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
各
種
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
期
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
等
新
た
な
対

応
が
迫
ら
れ
て
お
り
、
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
移
行
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
総
合
窓
口
化
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
ス
ペ
ー
ス

の
関
係
も
あ
り
、
よ
り
効
率
的
な
窓
口
の

あ
り
方
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

（
助
役
）

新
生
ク
ラ
ブ

吉
田
成
宏
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る

　
　
　
地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
平
成
17
年
の
国
勢
調
査
人
口
は
、

10
年
前
に
比
べ
、
近
隣
５
市
の
う
ち
、
小

野
市
の
み
が
微
増
で
、
人
口
の
減
ら
な
い

市
と
し
て
、
そ
れ
な
り
の
評
価
は
で
き
る
。

　
こ
れ
を
地
区
別
に
10
年
間
を
比
較
す
る

と
、
下
東
条
地
区
13
・
３
％
増
、
小
野
地

区
４
・
９
％
増
、
大
部
地
区
３
・
１
％
増
、

市
場
地
区
１
・
２
％
増
、
河
合
地
区
５
・

６
％
減
、
来
住
地
区
は
５
・
８
％
減
で
地

域
ご
と
に
差
が
あ
る
。
ま
た
、
増
加
し
た

市
場
地
区
に
お
い
て
も
、
町
別
で
は
、
２

町
が
約
30
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
１

町
が
８
％
減
、
ま
た
、
４
町
が
い
ず
れ
も

10
％
以
上
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
77
町
に
お
い
て
も
、
人
口
が
減
少

し
て
い
る
町
が
53
町
、
約
７
割
。
こ
の
中

の
34
町
は
７
％
以
上
の
減
少
が
み
ら
れ
、

地
域
差
が
あ
る
。
特
に
、
農
業
が
不
振
な

現
在
、
市
街
化
調
整
区
域
の
人
口
減
が
大

き
い
。

　
県
の
建
築
許
可
要
件
の
一
部
を
緩
和
す

る
「
特
別
指
定
区
域
」
指
定
は
、
市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
効
果
の
期
待
で
き
る
施
策
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
昨
年
十
一
月
に
指
定
告
示
を
受
け

た
「
地
縁
者
の
住
宅
区
域
」
の
指
定
効
果

は
大
き
い
。
ひ
き
続
い
て
、
市
街
化
調
整

区
域
内
に
お
け
る
商
業
施
設
や
工
場
な
ど
、

事
業
所
系
の
指
定
告
示
を
受
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　

（
技
監
）

高
齢
者
等
住
宅
改
造
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
現
在
、
施
工
証
書
と
し
て
、
工
事

費
全
額
の
領
収
書
を
要
求
し
て
い
る
が
、

助
成
金
を
含
め
た
金
を
融
通
し
、
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
時
的
に
最
高
で

１
０
０
万
円
も
の
工
面
が
難
し
い
場
合
が

あ
る
の
で
、
工
事
契
約
書
と
個
人
負
担
分

だ
け
の
支
払
い
領
収
書
で
も
っ
て
施
工
証

書
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
そ
の
方
向
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

石
田
喜
久
男
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

学
校
の
管
理
下
に
お
け
る

　
　
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
学
校
教
育
に
お
い
て
も
取
り
組
む

べ
き
児
童
生
徒
の
事
故
防
止
・
安
全
教
育

に
つ
い
て
、
現
在
の
取
り
組
み
と
、
安
全

教
育
の
具
体
策
と
し
て
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予

知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
導
入
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
　
Ｋ
Ｙ
Ｔ
導
入
に
つ
い
て
学
校
現
場
で

は
、
「
何
が
危
険
で
あ
る
か
」
「
ど
こ
に
隙
が

あ
る
か
」
を
判
断
さ
せ
、
問
題
解
決
の
能
力

を
育
て
る
た
め
の
有
効
な
手
法
で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
が

激
変
し
、
交
通
事
故
・
転
落
・
自
然
災
害
・

傷
害
・
誘
拐
・
暴
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の

事
故
や
事
犯
が
多
発
し
て
お
り
、
児
童
生

徒
が
、
自
ら
危
険
回
避
の
た
め
の
行
動
を

考
え
、
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
力
」
を

養
う
た
め
、
こ
の
手
法
を
積
極
的
に
研
究
し

活
用
で
き
る
よ
う
、
校
長
会
、
保
健
担
当

者
会
で
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
（
教
育
長
）

乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り

　
事
業（
病
後
児
保
育
）に
つ
い
て

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
児
童
が
病
気
の
回

復
期
に
あ
り
、
集
団
保
育
・
家
庭
保
育
が

困
難
で
、
一
時
預
か
り
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
育
て
支
援
・
就
労
支
援
・
児
童
の

健
全
育
成
を
行
う
事
業
で
す
。
病
後
児
保

育
を
実
施
す
る
に
は
、
医
療
機
関
や
保
育

所
の
一
室
で
、
専
用
の
保
育
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
、
看
護
師
等
を
配
置
す
る
も
の
で
、

利
用
申
込
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
連
絡
票

が
必
要
な
こ
と
、
ま
た
、
保
育
料
と
は
別

の
利
用
料
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
事

業
を
実
施
す
る
に
は
、
「
適
切
な
実
施
機

関
の
確
保
」
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
り
、

ま
た
、
症
状
が
安
定
し
な
い
乳
幼
児
の
緊

急
対
応
や
、
他
の
児
童
へ
の
感
染
の
防
止

対
策
を
図
る
等
、
多
く
の
課
題
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら

課
題
点
と
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
病
後

児
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
在
、
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

公
明
党

川
名
善
三
議
員

質
問

答
弁

答
弁
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「
ア
メ
ニ
テ
ィ
く
ろ
か
わ
」
に
つ
い
て

　
　
　
す
で
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
へ
は
、

「
割
引
」
趣
旨
説
明
を
ど
う
さ
れ
た
か
。

　
　
　
経
済
の
低
迷
で
平
成
14
年
を
最
後

に
売
れ
な
く
な
り
、
地
価
下
落
を
考
え
た

割
引
制
度
を
導
入
し
販
売
促
進
を
図
り
ま

し
た
。

　
既
在
住
の
方
に
は
、
本
年
４
月
18
、
19

日
に
戸
別
訪
問
を
し
、
地
下
水
浄
化
の
現

状
と
割
引
制
度
に
よ
る
販
売
促
進
計
画
を

説
明
し
ま
し
た
。
不
在
宅
に
は
、
訪
問
の

内
容
を
文
章
に
し
た
も
の
を
投
函
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　

（
総
合
政
策
部
長
）

　
　
　
不
在
宅
に
は
後
日
説
明
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
二
日
間
で
56
戸
訪
問
、
留
守
宅
21

戸
に
は
、
お
知
ら
せ
文
を
投
函
し
、
10
戸

か
ら
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
電
話
で
お

答
え
す
る
ほ
か
、
再
度
訪
問
し
て
説
明
し

ま
し
た
。
　
　
　
　

（
総
合
政
策
部
長
）

　
　
　
土
地
浄
化
経
費
は
、
転
移
し
た
企

業
に
負
担
を
求
め
な
い
の
か
。

　
　
　
現
時
点
で
は
、
法
的
責
任
を
問
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
道
義
的
責
任
が

あ
る
、
と
し
て
元
所
有
者
に
負
担
を
求
め

る
よ
う
担
当
の
土
地
開
発
公
社
に
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
　
　

（
総
合
政
策
部
長
）

ご
み
減
量
へ
の
啓
発
活
動
は

　
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か

　
　
　
「
広
報
お
の
」
で
毎
月
「
ハ
ー
ト

フ
ル
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
と
題
し
て
啓
発
、

ま
た
、
小
・
中
学
生
に
は
環
境
問
題
の
学

習
で
子
供
の
頃
か
ら
ゴ
ミ
問
題
に
関
心
を

持
つ
よ
う
啓
発
し
て
い
ま
す
。

（
市
民
安
全
部
次
長
）

西
環
状
線
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
県
道
区
間
の
安
全
面
と
環
境
面
が

損
な
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
適
切
な

管
理
を
行
う
よ
う
県
に
申
し
入
れ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　

（
地
域
振
興
部
次
長
）

日
本
共
産
党

春
名
良
兼
議
員

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

　
　
　
本
年
４
月
に
医
療
費
の
膨
張
を
抑

制
す
る
た
め
、
診
療
報
酬
の
改
定
が
行
わ

れ
、
外
来
や
入
院
の
費
用
な
ど
が
、
お
お

む
ね
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
医
師
不
足
が

深
刻
な
小
児
・
産
婦
人
科
、
救
急
医
療
や

在
宅
医
療
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
。
ま

た
、
比
較
的
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品

を
患
者
が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
、
診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
、
市
民
病
院

へ
の
影
響
と
対
応
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し

ま
す
。

　
　
　
当
院
へ
の
影
響
で
す
が
、
本
年
４

月
分
の
診
療
報
酬
で
試
算
い
た
し
ま
す
と

１
・
36
％
の
引
き
下
げ
で
、
年
間
約
４
千

万
円
の
減
収
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
院
内
・
院
外
処
方
あ
わ
せ

て
全
体
の
５
％
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
診
療
報
酬
の
改
定

に
よ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品
の
処
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
当
院
と
し
て
現
時
点
で

約
一
〇
〇
種
類
の
推
奨
品
が
使
用
可
能
と

判
断
し
、
そ
の
旨
を
薬
剤
師
会
へ
周
知
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
診
療
報
酬
改
正
の
中
で
、
質
の

高
い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
に
、

医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
を
促
進
、
在
宅

医
療
・
看
取
り
を
支
え
る
24
時
間
の
窓
口

機
能
を
備
え
た
診
療
所
が
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
と
し
て
診
療
報
酬
上
の
制
度
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
す
で
に
、
市
内
３
箇
所
の
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
か
ら
連
携
要
請
が
あ
り
承
諾
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

に
か
か
っ
て
い
る
患
者
が
重
篤
な
事
態
に

陥
っ
た
場
合
は
、
そ
の
診
療
所
か
ら
の
紹

介
に
よ
り
当
院
で
受
け
入
れ
る
連
携
体
制

を
整
え
て
お
り
ま
す
。

（
市
民
病
院
事
務
部
長
）

民
主
ク
ラ
ブ

河
合
俊
彦
議
員

質
問

答
弁
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平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　　
　
　
積
立
金
４
３
１
０
万
円
は
、
白
雲

谷
温
泉
17
年
度
決
算
剰
余
金
を
基
金
に
ま

わ
そ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
経
営
内
容
及

び
収
支
は
。

　
　
　
利
用
者
数
３
８
万
７
千
人
。
利
用

料
総
額
約
２
億
１
２
０
０
万
円
。
市
か
ら

の
委
託
料
は
約
１
億
６
９
０
０
万
円
、
そ

の
差
益
４
３
１
０
万
円
を
基
金
と
し
て
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ゆ
ぴ
か
の
運
営
経

費
は
、
市
委
託
料
と
自
主
事
業
収
入
を
加

え
て
総
額
２
億
８
３
５
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　

（
地
域
振
興
部
次
長
）

　
　
　
こ
れ
だ
け
収
益
が
あ
る
な
ら
要
望

の
多
い
高
齢
者
・
障
害
者
の
入
湯
料
減
額

を
す
べ
き
だ
。
こ
れ
ら
の
方
は
、
介
護
保

険
料
・
医
療
費
の
増
大
や
障
害
者
自
立
支

援
法
施
行
等
に
よ
り
負
担
が
増
え
て
い
る
。

せ
め
て
低
所
得
者
へ
の
対
応
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
入
湯
料
６
０
０
円
は
負
担
願
え
る

許
容
範
囲
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
弱
者
に

対
し
て
は
別
途
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
弱
者
の
方
々
か
ら
も
「
我
々
も
負
担

す
べ
き
と
こ
ろ
は
負
担
し
た
い
」
と
い
う

自
立
し
た
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
福
祉
風
呂
で
介
助
が
必
要
な
方

は
す
で
に
半
額
に
し
て
い
ま
す
。
（
市
長
）

市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
改
正
は
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ

約
３
兆
円
の
税
源
移
譲
に
伴
い
行
な
わ
れ

る
も
の
で
、
所
得
税
と
住
民
税
の
合
計
額

で
は
税
負
担
を
増
加
さ
せ
な
い
原
則
の
も

と
調
整
が
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
住
民

税
が
増
え
る
こ
と
で
影
響
し
て
く
る
も
の

が
あ
る
と
思
う
が
調
整
措
置
は
で
き
て
い

る
か
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
額
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
の
で
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
、
国
の

激
変
緩
和
措
置
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
育
料
は
、
市
独
自
の
軽
減
が
あ
り
安
い

基
準
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
定
率
減
税

廃
止
も
あ
る
の
で
国
の
動
向
を
見
な
が
ら

対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
現
時
点
で
は
、
障

害
者
自
立
支
援
医
療
へ
の
影
響
は
少
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

日
本
共
産
党

鈴

垣

元
議
員

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
母
子
保
健
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
県
の
少
子
化
対
策
「
未
来
の
親
作

り
の
支
援
」
事
業
で
す
。
妊
娠
中
に
医
療

機
関
で
受
診
さ
れ
た
後
期
妊
婦
検
診
費
用

に
対
し
て
１
万
５
千
円
を
上
限
と
し
て
助

成
す
る
も
の
で
す
。

　
小
野
市
で
は
、
県
の
所
得
制
限
を
撤
廃

し
て
、
す
べ
て
の
方
に
助
成
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
費
用
の
支
払
い
は
、
本

人
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
直
接
医
療

機
関
か
ら
小
野
市
に
請
求
し
て
い
た
だ
く

「
受
領
委
任
払
い
制
度
」
や
県
外
へ
里
帰

り
出
産
に
は
「
償
還
払
い
制
度
」
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
　
　

（
市
民
福
祉
部
長
）

　
　
　
教
育
推
進
費
に
つ
い
て

　
　
　
青
少
年
芸
術
体
験
事
業
補
助
金
で
、

県
下
の
す
べ
て
の
中
学
１
年
生
が
本
格
的

な
芸
術
文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
す
る

事
業
で
す
。
専
門
家
に
よ
る
演
奏
の
説
明

や
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
基
本
に
つ
い
て
学

び
、
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
バ
ス
代

と
し
て
予
算
を
組
み
ま
し
た
。（

教
育
次
長
）

　
　
　
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
配
置
事

業
に
つ
い
て

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
、
学
習
障
害
、
暴
力
行
為
な
ど
の
問

題
行
動
や
不
登
校
に
対
応
す
る
た
め
に
ス

ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
市
内
小
学
校
に

１
名
配
置
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。
児
童

一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
応
じ
た
指
導
、
支

援
を
き
め
細
か
く
実
施
し
よ
う
と
し
た
取

り
組
み
で
す
。
　
　
　
　

（
教
育
次
長
）

公
明
党

竹

内

修
議
員

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

議

案案

疑

質

疑

議

案案

疑

質

疑
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６
月
定
例
会
は
、
19
日
、
総
務
文
教
、

民
生
保
健
、
地
域
振
興
の
各
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
議
案
第
74
号
か
ら
第
85
号
ま

で
、
合
計
12
議
案
に
つ
い
て
、
市
当
局
か

ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
そ
の
あ
と
慎
重

に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
12
件
す
べ
て
に
つ
い
て
反
対
討
論

は
な
く
、
「
本
会
議
に
お
い
て
は
全
会
一

致
で
、
可
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

し
た
審
査
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
松
本
英
昭
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
７
件
の
議
案
と
、

民
生
保
健
常
任
委
員
会
（
竹
内
　
修
委
員

長
）
に
付
託
さ
れ
た
３
件
の
議
案
に
つ
い

て
は
、
特
に
指
摘
し
た
事
項
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
春
名
良
兼
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
４
件
の
議
案
の
う

ち
、
議
案
第
84
号
、
第
85
号
訴
え
の
提
起

（
市
営
住
宅
の
家
賃
の
滞
納
者
に
対
し
て
、

住
宅
を
明
け
渡
す
こ
と
・
滞
納
家
賃
と
損

害
賠
償
の
支
払
い
を
求
め
る
訴
え
）
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
「
市
営
住
宅
の
家
賃
滞

納
者
に
対
し
て
、
明
け
渡
し
を
求
め
る
訴

え
の
提
起
の
議
案
２
件
が
提
出
さ
れ
て
い

る
が
、
２
つ
の
事
例
以
外
に
も
家
賃
の
滞

納
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
賃
の
滞
納
者
に

対
し
て
、
市
営
住
宅
管
理
条
例
を
基
に
し

た
滞
納
者
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
連
帯
保
証
人

に
つ
い
て
も
、
責
任
あ
る
保
証
人
と
し
て

毎
年
、
そ
の
所
在
、
支
払
い
能
力
な
ど
の

確
認
を
お
こ
な
う
、
連
帯
保
証
人
確
認
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
市
民
に

は
公
平
に
し
て
公
正
な
事
務
措
置
を
、
毅

然
と
し
て
遂
行
す
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た

い
」
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

政
務
調
査
費
の
使
い
方

東播・淡路各市の　
政務調査費予算状況

（平成18年度）

明　石　市　　1,080,000円

加 古 川 市　　　840,000円

高　砂　市　　　300,000円

洲　本　市　　　150,000円

南あわじ市　　　150,000円

三　木　市　　　120,000円

小　野　市　　　120,000円

加　西　市　　　100,000円

西　脇　市　　　 44,500円

加　東　市　　　 検 討 中

淡　路　市　　　 検 討 中

　
議
員
の
調
査
研
究
に
必
要
な
経
費
と
し

て
、
全
国
の
各
市
議
会
で
は
、
政
務
調
査

費
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。
小
野
市
議
会

で
は
、
議
員
１
人
、
年
額
12
万
円
を
会
派

ご
と
に
交
付
し
て
い
ま
す
。（
近
隣
市
議

会
の
年
額
は
左
表
を
参
照
）

　
政
務
調
査
費
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ

れ
る
の
か
を
条
例
、

規
則
に
よ
り
「
使
途

基
準
」
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
使
途
基
準

・
研
究
会
、
研
修
会
の
開
催
経
費

・
研
究
会
、
研
修
会
へ
の
参
加
経
費

・
先
進
地
調
査
、
現
地
調
査
経
費

・
調
査
研
究
活
動
の
資
料
作
成
経
費

・
図
書
、
資
料
の
購
入
経
費

・
会
派
の
広
報
紙
、
報
告
書
の
印
刷
経
費

・
会
派
の
報
告
会
会
場
使
用
料
、
印
刷
費

経
費

　
政
務
調
査
費
の
収
入
、
支
出
に
つ
き
ま

し
て
は
、
会
計
簿
を
つ
け
、
領
収
書
な
ど

の
証
拠
書
類
を
整
理
し
て
議
長
に
報
告
書

を
提
出
、
書
類
の
保
管
、
公
開
文
書
の
対

象
と
し
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
「
政
務
調
査
費
」
の
中
間
報

告
で
す
。

・
新
生
ク
ラ
ブ
先
進
地
行
政
視
察
研
修

◎
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
東
日
本
製
鉄
所
千

葉
地
区
見
学
　
　
　
　

（
千
葉
市
）

◎
総
合
窓
口
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
　
　

（
茨
城
県
牛
久
市
）

◎
行
政
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

（
埼
玉
県
草
加
市
）

・
民
主
ク
ラ
ブ
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
公
明
党

合
同
先
進
地
行
政
視
察
研
修

◎
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

（
宮
城
県
岩
沼
市
）

・
日
本
共
産
党
先
進
地
行
政
視
察
研
修

◎
憲
法
と
21
世
紀
日
本
の
針
路

（
自
治
体
学
校
　
名
古
屋
）
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アンケート結果を議会運営に反映
　
６
月
定
例
議
会
に
お
越
し
い
た
だ
い

た
方
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
６
月
定
例
議
会
は
、
89
名
の

方
が
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
数
が
63
名
、

回
答
率
は
、
70
％
で
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
の
５
問
に
つ

い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
傍
聴
さ
れ
た
の
は
、
何
度
目
で
す

か
？

②
質
問
、
答
弁
の
内
容
は
理
解
で
き
ま

し
た
か
？

　
１
「
理
解
で
き
た
」
、
２
「
理
解
し

に
く
い
」
、
３
「
そ
の
他
」
と
い
う
３

つ
の
項
目
が
あ
り
、
３
の
「
そ
の
他
」

を
選
ば
れ
た
方
の
な
か
に
、
次
の
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

・
抽
象
的
過
ぎ
た
。

・
も
う
少
し
細
や
か
な
答
弁
を
聞
き
た

い
。

・
行
政
の
答
弁
が
機
械
的
で
あ
る
。

・
も
っ
と
要
領
を
掴
ん
で
、
時
間
短
縮

し
て
ほ
し
い
。

・
質
問
を
簡
単
、
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

③
今
回
、
傍
聴
を
何
で
知
り
ま
し
た
か
？

④
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

⑤
夜
間
や
休
日
に
議
会
を
開
い
た
場
合
、

あ
な
た
は
来
ら
れ
ま
す
か
？

　
そ
の
他
、
議
会
に
つ
い
て
、
「
感
想
」

を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
回
答
と
感
想
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　９月定例議会で「託児コーナー」を開設するのは、議員

から市長へ質疑と一般質問がおこなわれる９月21日（木）、

22日（金）のそれぞれ10時から正午までの２時間以内といた

します。

　対象となるのは、１歳から就学前までのお子さまをお持

ちの保護者の方です。ご希望の方は、９月14日までに、議

会事務局（電話番号63－1006）へお電話でお申し込みくだ

さい。

　今回も、託児のお世話をしていただくのは、託児ボラン

ティアグループ・小野託児サークル「このゆびと～まれ♪」

のメンバーのみなさまです。（当日は、託児の受付はでき

ません。）

よ
う
こ
そ
小
野
市
議
会
へ

　
議
会
開
催
中
、
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
し
ま
す

9月定例会も
　　 託児コーナーを開設
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声声

■初めて　　29名
■２回目　　23名
■それ以上　11名

■理解できた　　30名
■理解しにくい　10名
■白紙　　　　　23名

■はい　　23名
■いいえ　40名

■はい　　17名
■いいえ　39名
■白紙　　７名

■新聞　　　　１名　■広報・広聴　15名
■知人の勧め　18名　■案内ハガキ　17名
■その他　　　８名　■白紙　　　　４名

29名
46％

11名
17.50％

23名
36.50％

30名
47.60％

23名
36.50％23名

36.50％

40名
63.50％

17名
27％

39名
62％

７名
11％

１名 1.60％

15名
23.80％

18名
28.60％

17名
27％

８名
12.70％

４名 6.30％

10名
15.90％

①傍聴されたのは何度目ですか。

②質問、答弁、内容は理解できましたか。
④市議会のホームページを
　見たことがありますか。

⑤夜間や休日に議会を開いた場合、
　あなたは来られますか。

③今回、傍聴を何で知りましたか。

　
　
６
月
定
例
会
本
会
議
を
傍
聴
さ
れ
た
方
々
の
感
想
で
す

●
肉
声
が
小
さ
く
て
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
。
も
う
少
し
大
き
な
声
で

話
し
て
ほ
し
い
。（
５
名
）

●
も
っ
と
真
剣
な
意
見
が
ほ
し
い
。

●
資
料
が
手
元
に
な
い
た
め
、
分
か
り
に
く
か
っ
た
。

●
主
婦
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
質
問
で
し
た
。
子
ど
も
の
育
て
方
は
や

は
り
、
健
全
な
食
生
活
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
老
齢
化
に

向
か
う
私
た
ち
に
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
項
で
し
た
。

●
初
め
て
傍
聴
し
、
良
い
質
問
、
そ
し
て
明
確
な
答
弁
に
感
心
い
た
し

ま
し
た
。

●
傍
聴
者
が
多
い
た
め
、
多
少
緊
張
感
が
感
じ
ら
れ
た
。
一
般
質
問
よ

り
再
質
問
の
ほ
う
が
、
内
容
に
具
体
性
が
あ
り
良
か
っ
た
と
思
う
。

●
言
葉
が
難
し
い
の
で
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。（
２
名
）

●
実
際
に
目
で
見
て
、
言
葉
で
聞
く
と
答
弁
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

●
食
育
推
進
に
つ
い
て
…
現
在
、
保
育
園
年
長
児
を
持
つ
私
と
し
ま
し

て
は
、
食
事
に
は
十
分
配
慮
し
、
家
庭
内
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
成

長
を
考
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
…
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

小
野
市
は
、
食
育
推
進
に
力
を
い
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
安

心
し
て
我
が
子
を
来
春
、
小
学
校
に
送
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

●
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
…
仕
事
を
持
つ
女
性
と
し
て
は
、
大
変
興

味
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
市
民
の
私
か
ら
見
て
い
て
、
ま
だ
ま
だ
政

策
が
表
面
に
出
て
き
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
小
野
市
が
、
周

辺
市
に
比
し
女
性
が
住
み
良
い
町
に
な
れ
ば
…
と
期
待
し
ま
す
。

●
女
性
傍
聴
者
多
数
に
驚
い
た
。
隣
市
の
議
会
を
勉
強
し
、
我
が
市
で

も
見
習
う
こ
と
が
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
傍
聴
席
と
議
員
席
が
近

く
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。

●
ま
ず
、
議
場
へ
一
礼
し
て
入
室
さ
れ
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
質
問
者
は
質
問
を
簡
潔
に
、
答
弁
者
は
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
、
詳
し
く
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
回
目
の
議
員
質
問
の
前
に
は

「
丁
寧
に
答
弁
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
敬

礼
（
感
謝
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
和
合
を
感
じ
、
暖
か
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

●
市
長
の
答
弁
は
聞
き
取
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
。（
７
名
）

●
今
回
、
託
児
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
初
め
て
傍
聴
し

ま
し
た
が
、
敷
居
の
高
い
場
所
と
思
っ
て
い
た
が
、
時
折
笑
い
も
起

き
る
明
る
い
議
場
で
あ
り
、
内
容
も
理
解
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

●
も
っ
と
も
感
心
の
あ
っ
た
議
案
（
幼
・
保
総
合
施
設
化
）
が
、
傍
聴

で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
ま
た
議
案
に
よ
っ
て
は
利
用

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
子
育
て
中
の
主
婦
で
す
。
今
回
、
２
回
目
で
と
て
も
興
味
深
く
議
会

の
傍
聴
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
議
会
を
見
て
み
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
独
特
の
空
気
、
議
員
さ
ん
、
市
長
さ
ん
の
様
子
、

質
疑
の
流
れ
な
ど
、
ど
れ
を
見
て
も
お
も
し
ろ
く
て
、
約
２
時
間
を

あ
き
る
こ
と
な
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て

託
児
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
友
達
に
さ
そ
わ
れ
て
の

出
席
で
し
た
が
、
話
を
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

●
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
お
し
り
が
重
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
も
っ
と

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
、
市
の
こ
と
に
目
を
向
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
関
わ
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
福
祉
、
教
育
、
男
女
共
同

参
画
、
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
議
会
の
傍
聴
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
の
９
月
定
例
会
も
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
議
員
一
同
、
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
意
見
が
広
く
市
政
に
反
映
す
る
よ
う
議
員
活
動
に
励
み

ま
す
。）

本議会は、白熱討議 肌に感じる臨場感！
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声声

■初めて　　29名
■２回目　　23名
■それ以上　11名

■理解できた　　30名
■理解しにくい　10名
■白紙　　　　　23名

■はい　　23名
■いいえ　40名

■はい　　17名
■いいえ　39名
■白紙　　７名

■新聞　　　　１名　■広報・広聴　15名
■知人の勧め　18名　■案内ハガキ　17名
■その他　　　８名　■白紙　　　　４名

29名
46％

11名
17.50％

23名
36.50％

30名
47.60％

23名
36.50％23名

36.50％

40名
63.50％

17名
27％

39名
62％

７名
11％

１名 1.60％

15名
23.80％

18名
28.60％

17名
27％

８名
12.70％

４名 6.30％

10名
15.90％

①傍聴されたのは何度目ですか。

②質問、答弁、内容は理解できましたか。
④市議会のホームページを
　見たことがありますか。

⑤夜間や休日に議会を開いた場合、
　あなたは来られますか。

③今回、傍聴を何で知りましたか。

　
　
６
月
定
例
会
本
会
議
を
傍
聴
さ
れ
た
方
々
の
感
想
で
す

●
肉
声
が
小
さ
く
て
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
。
も
う
少
し
大
き
な
声
で

話
し
て
ほ
し
い
。（
５
名
）

●
も
っ
と
真
剣
な
意
見
が
ほ
し
い
。

●
資
料
が
手
元
に
な
い
た
め
、
分
か
り
に
く
か
っ
た
。

●
主
婦
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
質
問
で
し
た
。
子
ど
も
の
育
て
方
は
や

は
り
、
健
全
な
食
生
活
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
老
齢
化
に

向
か
う
私
た
ち
に
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
項
で
し
た
。

●
初
め
て
傍
聴
し
、
良
い
質
問
、
そ
し
て
明
確
な
答
弁
に
感
心
い
た
し

ま
し
た
。

●
傍
聴
者
が
多
い
た
め
、
多
少
緊
張
感
が
感
じ
ら
れ
た
。
一
般
質
問
よ

り
再
質
問
の
ほ
う
が
、
内
容
に
具
体
性
が
あ
り
良
か
っ
た
と
思
う
。

●
言
葉
が
難
し
い
の
で
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。（
２
名
）

●
実
際
に
目
で
見
て
、
言
葉
で
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く
と
答
弁
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

●
食
育
推
進
に
つ
い
て
…
現
在
、
保
育
園
年
長
児
を
持
つ
私
と
し
ま
し

て
は
、
食
事
に
は
十
分
配
慮
し
、
家
庭
内
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
成

長
を
考
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
…
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

小
野
市
は
、
食
育
推
進
に
力
を
い
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
安

心
し
て
我
が
子
を
来
春
、
小
学
校
に
送
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

●
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
…
仕
事
を
持
つ
女
性
と
し
て
は
、
大
変
興

味
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
市
民
の
私
か
ら
見
て
い
て
、
ま
だ
ま
だ
政

策
が
表
面
に
出
て
き
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
小
野
市
が
、
周

辺
市
に
比
し
女
性
が
住
み
良
い
町
に
な
れ
ば
…
と
期
待
し
ま
す
。

●
女
性
傍
聴
者
多
数
に
驚
い
た
。
隣
市
の
議
会
を
勉
強
し
、
我
が
市
で

も
見
習
う
こ
と
が
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
傍
聴
席
と
議
員
席
が
近

く
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。

●
ま
ず
、
議
場
へ
一
礼
し
て
入
室
さ
れ
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
質
問
者
は
質
問
を
簡
潔
に
、
答
弁
者
は
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
、
詳
し
く
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
回
目
の
議
員
質
問
の
前
に
は

「
丁
寧
に
答
弁
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
敬

礼
（
感
謝
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
和
合
を
感
じ
、
暖
か
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

●
市
長
の
答
弁
は
聞
き
取
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
。（
７
名
）

●
今
回
、
託
児
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
初
め
て
傍
聴
し

ま
し
た
が
、
敷
居
の
高
い
場
所
と
思
っ
て
い
た
が
、
時
折
笑
い
も
起

き
る
明
る
い
議
場
で
あ
り
、
内
容
も
理
解
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

●
も
っ
と
も
感
心
の
あ
っ
た
議
案
（
幼
・
保
総
合
施
設
化
）
が
、
傍
聴

で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
ま
た
議
案
に
よ
っ
て
は
利
用

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
子
育
て
中
の
主
婦
で
す
。
今
回
、
２
回
目
で
と
て
も
興
味
深
く
議
会

の
傍
聴
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
議
会
を
見
て
み
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
独
特
の
空
気
、
議
員
さ
ん
、
市
長
さ
ん
の
様
子
、

質
疑
の
流
れ
な
ど
、
ど
れ
を
見
て
も
お
も
し
ろ
く
て
、
約
２
時
間
を

あ
き
る
こ
と
な
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て

託
児
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
友
達
に
さ
そ
わ
れ
て
の

出
席
で
し
た
が
、
話
を
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

●
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
お
し
り
が
重
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
も
っ
と

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
、
市
の
こ
と
に
目
を
向
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
関
わ
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
福
祉
、
教
育
、
男
女
共
同

参
画
、
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
議
会
の
傍
聴
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
の
９
月
定
例
会
も
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
議
員
一
同
、
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
意
見
が
広
く
市
政
に
反
映
す
る
よ
う
議
員
活
動
に
励
み

ま
す
。）

本議会は、白熱討議 肌に感じる臨場感！
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夏
休
み
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
小
学
っ
子
議
会
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
の
小
学
校
８
校
か
ら
、
議
長
役
１
名
、
質
問
者
の
議
員
役
20
名
、
記
録
・
放
映
録
画
の
ス
タ
ッ
フ
８
名
、
合
計
29
名
の

小
学
６
年
生
児
童
と
市
長
・
議
長
を
は
じ
め
市
の
幹
部
が
出
席
し
て
模
擬
議
会
を
開
き
ま
す
。

　
質
問
者
の
児
童
か
ら
は
、
「
通
学
路
の
安
全
と
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
」
「
総
合
体
育
館（
ア
ル
ゴ
）室
内
プ
ー
ル
の
利
用
料
金

に
つ
い
て
」
「
小
野
市
で
の
映
画
館
建
設
計
画
に
つ
い
て
」
「
車
や
バ
イ
ク
の
騒
音
に
つ
い
て
」
「
加
古
川
河
川
敷
の
利
用
に
つ
い

て
」
「
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
」
「
公
園
及
び
歩
行
者
・
自
転
車
専
用
道
路
の
計
画
に
つ
い
て
」
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
視
点
に

立
っ
た
人
に
や
さ
し
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
」
「
東
条
川
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
」
「
小
動
物
に
よ

る
農
作
物
な
ど
の
被
害
に
つ
い
て
」
の
10
項
目
に
つ
い
て
、
市
長
側
に
質
問
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
１
項
目
の
質
問
に
、
２
名
の
児
童
が
共
同
し
て
質
問
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
熱
心
な
討
論
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
小
学
っ
子
議
会
傍
聴
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■日時　平成18年8月3日（木）
　　　　午後1時30分から

■場所　小野市議会 議場
　　　　（市役所5階）

第７回「小学っ子議会」開催

市長と小6
夏休み討論バトル

９
月
定
例
会
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

日
　
程

９
月
８
日（
金
）　
本
会
議
第
１
日

９
月
21
日（
木
）　
本
会
議
第
２
日

９
月
22
日（
金
）　
本
会
議
第
３
日

９
月
28
日（
木
）　
本
会
議
第
４
日

　
本
会
議
の
第
２
日
、
第
３
日
は
、
議
員
の

質
疑
、
一
般
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　
議
員
か
ら
は
、
提
出
議
案
の
質
疑
、
市
政

全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
を
行
い
、
こ
れ
に

対
し
て
、
市
長
、
部
長
が
答
弁
い
た
し
ま
す
。

９
月
定
例
会
日
程

●今期市議会で可決された主な議案●
市長提出議案　
・専決処分の承認（平成18年度小野市老人保健特

別会計補正予算）

・平成18年度小野市一般会計補正予算

○妊婦健康診査費助成費 　 795.9万円

○白雲谷温泉運営管理基金積立金 　 4,310万円

○ガーデニングまちづくり事業費 　 90万円

○青少年芸術体験事業補助金 　 82.5万円

○スクールアシスタント配置事業費　961.6万円

・小野市うるおい交流館の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例の制定について

・議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償

等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

・職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

・小野市税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

・小野市福祉医療費助成に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

・小野市営住宅管理条例の一部を改正する条例の

制定について

・小野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改

正する条例の制定について

・小野市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

・訴えの提起について（２議案）

○市営住宅の家賃滞納及び損害賠償の支払いを

求める訴え

意見書
・地方分権の推進に関する意見書 （可決）

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３-１００６　FAX.６３-４１０８　メールアドレス：gikai@city.ono.hyogo.jp

小野市議会は、地球温暖化防止対策、「クールビズ」
を率先しています。あしたの地球のために！

■９月定例会も託児コーナーを開設します。
　詳しくは、９ページをご覧ください。


